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ご あ い さ つ
雲南市プロフィール
P R O F I L E

島根県の東部に位置し、面積は 553.18 ㎢です。北部は出雲平野や宍道湖が広
がる松江市、出雲市と接し、南部に中国山地が連なり、広島県に接しています。
市内には、一級河川の斐伊川と支流の赤川・三刀屋川・久野川などのほか、神
戸川に注ぐ稗原川、波多川が流れています。このため、加茂町から大東町、木
次町、三刀屋町にかけ、斐伊川と赤川、三刀屋川の合流地点を中心に平坦部が
広がっていますが、南部は中国山地に至る広範な山間部となっています。

地 勢 TOPOGRAPHY

市内各地に神話や伝説が残り、多くの遺跡や古墳が発掘され、平成８
年10月には１ヵ所の出土としては全国最多となる39個の銅鐸が加茂岩
倉遺跡から出土しています。
市の中央を縦断する斐伊川は、ヤマタノオロチ伝説でも知られ、古く
から支流周辺の低地では農耕が営まれ、また、山間部ではたたら製鉄
や炭焼きが盛んに行われてきました。

歴 史 HISTORY

神原企業団地（加茂）

国民宿舎清嵐荘（吉田）

【農林業】有機農業への先駆的な取り組みから安全・安心な米や畜産、
野菜、花き栽培など良質な農畜産物が生産され、平成 10 年から続く島
根県農業協同組合と連携した農産物の産直のほか、乳製品やワインな
どの多彩な加工品も作られています。
林業では、森林資源の調査を行い効率的な施業を進め、２ヵ所の木材
流通拠点施設を核とした販路の拡大と商品開発の推進や公共建築物、
木質チップボイラーで市産材を利用することで森林整備を推進してい
ます。

【工　業】加茂町・木次町等に企業団地が整備されており、誘致企業を
はじめとする事業所が立地しています。
特に木次町に一般機械製造業、電気機械
製造業等の集積が進んでおり、平成 28 年
経済センサス―活動調査の製造品出荷額
は県内第 4 位となっています。
産業分類別でみると、食料品、衣料、木材、
一般機械などの事業所が立地しています。

【商　業】消費の市外流出によって地域商業の低迷が顕著になってきて
いることから、中心市街地活性化事業として新たな商業集積施設の整
備に取り組み、令和元年には中心市街地
商業施設「コトリエット」をオープンし、
ビジネスホテルの整備も今後予定されて
います。また、既存商店街において空き
店舗再生に向けた多様な取り組みを展開
し、地域商業エリアの新たな活気づくり
を推進しています。

【観　光】豊かな自然・歴史資源に恵ま
れており、観光資源が豊富にあります。
温泉・道の駅・公園・ゴルフ場・博物館
等の施設が整備されています。近年のア
ウトドア人気から、キャンプ場や滝など
を訪れる人が増えています。

産 業 INDUSTRY

雲南市の人口は、平成27年国勢調査によると39,032人で、平
成22年国勢調査と比較すると2,885人（6.9%）減少し、うち
65歳以上の老齢人口が占める割合は36.5%と、年々高齢化が
進んでいます。年齢別人口構成は、少子高齢化が進み、平成２
年には高齢化率が年少人口割合を上回り、平成27年には年少人
口割合は11.8%となっています。

人 口 POPULATION
　雲南市が誕生して以来、「市民との協働のまちづくり」を掲げ、地域自主組織による

共助の仕組みを基盤として、それぞれの地域で創意工夫した地域づくりを進めていま

す。また、地域の課題解決にチャレンジする多様な活動や人材が育つなど、雲南市の

まちづくりの基礎となるさまざまな取り組みを展開しています。

　雲南市は人口の社会増に向けた取り組みを進めていますが、

人口減少対策は、本市はもとより他自治体においても共通の

課題であり、島根県との連携を深めた取り組みが必要と考え

ております。市民とともに豊かな暮らしが実現できる地域を

つくっていくことこそ、人口減少問題に対する根本的な対策

だと考え、子育て・仕事・住まいを柱とする「定住基盤の整備」

や地域の課題解決に取り組む「人材の育成・確保」をさらに

進めながら、医療や福祉、産業、教育など総合的な対策を講じ、

全ての地域でみんなが生き生きと暮らせるよう取り組んでま

いります。

　雲南市に対する誇りを「雲南プライド」と呼称し、雲南市

で暮らす人々が自らの地域とそこで生み出されるものや文化

を誇りに思い、胸を張ってその良さを主張していくことがで

きる社会をめざし、スポーツや文化活動を積極的に支援する

ことで、「雲南プライド」をもつ人材を育成し、お互いに認め

合える仲間づくりや出会いの場の創造につなげてまいります。

中心市街地商業施設「コトリエット」（三刀屋）

須我神社（大東）加茂岩倉遺跡から出土した銅鐸（加茂）

雲南市長　石飛 厚志

1 雲南市市勢要覧２０２１



ご あ い さ つ
雲南市プロフィール
P R O F I L E

島根県の東部に位置し、面積は 553.18 ㎢です。北部は出雲平野や宍道湖が広
がる松江市、出雲市と接し、南部に中国山地が連なり、広島県に接しています。
市内には、一級河川の斐伊川と支流の赤川・三刀屋川・久野川などのほか、神
戸川に注ぐ稗原川、波多川が流れています。このため、加茂町から大東町、木
次町、三刀屋町にかけ、斐伊川と赤川、三刀屋川の合流地点を中心に平坦部が
広がっていますが、南部は中国山地に至る広範な山間部となっています。

地 勢 TOPOGRAPHY

市内各地に神話や伝説が残り、多くの遺跡や古墳が発掘され、平成８
年10月には１ヵ所の出土としては全国最多となる39個の銅鐸が加茂岩
倉遺跡から出土しています。
市の中央を縦断する斐伊川は、ヤマタノオロチ伝説でも知られ、古く
から支流周辺の低地では農耕が営まれ、また、山間部ではたたら製鉄
や炭焼きが盛んに行われてきました。

歴 史 HISTORY

神原企業団地（加茂）

国民宿舎清嵐荘（吉田）

【農林業】有機農業への先駆的な取り組みから安全・安心な米や畜産、
野菜、花き栽培など良質な農畜産物が生産され、平成 10 年から続く島
根県農業協同組合と連携した農産物の産直のほか、乳製品やワインな
どの多彩な加工品も作られています。
林業では、森林資源の調査を行い効率的な施業を進め、２ヵ所の木材
流通拠点施設を核とした販路の拡大と商品開発の推進や公共建築物、
木質チップボイラーで市産材を利用することで森林整備を推進してい
ます。

【工　業】加茂町・木次町等に企業団地が整備されており、誘致企業を
はじめとする事業所が立地しています。
特に木次町に一般機械製造業、電気機械
製造業等の集積が進んでおり、平成 28 年
経済センサス―活動調査の製造品出荷額
は県内第 4 位となっています。
産業分類別でみると、食料品、衣料、木材、
一般機械などの事業所が立地しています。

【商　業】消費の市外流出によって地域商業の低迷が顕著になってきて
いることから、中心市街地活性化事業として新たな商業集積施設の整
備に取り組み、令和元年には中心市街地
商業施設「コトリエット」をオープンし、
ビジネスホテルの整備も今後予定されて
います。また、既存商店街において空き
店舗再生に向けた多様な取り組みを展開
し、地域商業エリアの新たな活気づくり
を推進しています。

【観　光】豊かな自然・歴史資源に恵ま
れており、観光資源が豊富にあります。
温泉・道の駅・公園・ゴルフ場・博物館
等の施設が整備されています。近年のア
ウトドア人気から、キャンプ場や滝など
を訪れる人が増えています。

産 業 INDUSTRY

雲南市の人口は、平成27年国勢調査によると39,032人で、平
成22年国勢調査と比較すると2,885人（6.9%）減少し、うち
65歳以上の老齢人口が占める割合は36.5%と、年々高齢化が
進んでいます。年齢別人口構成は、少子高齢化が進み、平成２
年には高齢化率が年少人口割合を上回り、平成27年には年少人
口割合は11.8%となっています。

人 口 POPULATION
　雲南市が誕生して以来、「市民との協働のまちづくり」を掲げ、地域自主組織による

共助の仕組みを基盤として、それぞれの地域で創意工夫した地域づくりを進めていま

す。また、地域の課題解決にチャレンジする多様な活動や人材が育つなど、雲南市の

まちづくりの基礎となるさまざまな取り組みを展開しています。

　雲南市は人口の社会増に向けた取り組みを進めていますが、

人口減少対策は、本市はもとより他自治体においても共通の

課題であり、島根県との連携を深めた取り組みが必要と考え

ております。市民とともに豊かな暮らしが実現できる地域を

つくっていくことこそ、人口減少問題に対する根本的な対策

だと考え、子育て・仕事・住まいを柱とする「定住基盤の整備」

や地域の課題解決に取り組む「人材の育成・確保」をさらに

進めながら、医療や福祉、産業、教育など総合的な対策を講じ、

全ての地域でみんなが生き生きと暮らせるよう取り組んでま

いります。

　雲南市に対する誇りを「雲南プライド」と呼称し、雲南市

で暮らす人々が自らの地域とそこで生み出されるものや文化

を誇りに思い、胸を張ってその良さを主張していくことがで

きる社会をめざし、スポーツや文化活動を積極的に支援する

ことで、「雲南プライド」をもつ人材を育成し、お互いに認め

合える仲間づくりや出会いの場の創造につなげてまいります。

中心市街地商業施設「コトリエット」（三刀屋）

須我神社（大東）加茂岩倉遺跡から出土した銅鐸（加茂）

雲南市長　石飛 厚志

2雲南市市勢要覧２０２１



まちづくりの基本理念

雲南市のめざす姿

『人口の社会増』への挑戦

生命と神話が息づく新しい日本のふるさとづくり
「課題先進地」から「課題解決先進地」へ

いのち

私たちは、力を合わせて課題を乗り越えるという合併時の決意を忘れず、さ
らに歩みをすすめます。
グローバル経済が進展する社会において、経済の好循環と地域の自立に向け
た挑戦。平和や地球環境、食料、エネルギーなど地球規模の課題に対しての
雲南市の責務の遂行。格差や差別のない、安全・安心な暮らしづくり。そして、
何よりも持続可能な地域に向け、人口の急激な減少を食い止める挑戦。
私たちは、雲南市が継承してきた恵みを活かし、助け合い、情報を共有し、
互いに学び合い、そして、外へ伝え、外とつながっていくことで、これらの
課題に立ち向かいます。

基本理念に掲げた挑戦により、「安全・安心」「活力と賑わい」「健康長寿・生涯現役」の実現をめざします。
多彩な地域づくり組織や市民と行政の協働により、「課題先進地」から「課題解決先進地」へと失敗を恐れな
い挑戦を続けます。

第２次雲南市総合計画（前期基本計画・第１期総合戦略）において、
「定住基盤の整備」と「人材の育成・確保」に関する施策を着実
にすすめてきたことにより、子育てしやすい環境だと感じる保護
者の割合や、雲南市内へ新たに住宅を建築する世帯数が増加して
きています。
こうした状況を踏まえ、第２次雲南市総合計画（後期基本計画・
第２期総合戦略）においても、子育てしながら働きやすい環境づ
くりや、子育て世代に好まれるような住宅環境の整備など、安心
して子どもを産み育てることができる環境を整え、人口の社会増
をめざします。

雲南市の
挑　戦

第２次雲南市総合計画
（後期基本計画・第2期総合戦略）

交流人口を拡大し、訪
れる人が住みたくなる
魅力あふれるまちに向
け、地域づくり活動や
若者のチャレンジを支
援するほか、中間支援
組織の育成など、時代
を先取りする行政経営
に挑戦します。

みんなで築くまち
（協働・行政経営）

安全･安心な生活を営む
ための生活基盤の計画
的な整備や維持のほか、
自然災害や原発事故な
どに備える体制の整備
をすすめるほか、地域
自主組織の自主防災・
防犯の活動を支援しま
す。また、都市機能の充
実や定住のための住宅
施策を一層すすめます。

安全・安心で
快適なまち
（定住環境）

子どもたちが健やかに
育つよう、子育てしや
すい環境を一層充実し
ます。また、医療体制
の充実とともに、介護・
障がい者福祉サービス
基盤の充実を図り、事
業者とともにサービス
提供に努め、自立に向
けた支援をします。

支えあい健やかに
暮らせるまち

（保健・医療・福祉）

確かな学力、豊かな心、
健やかな体を育む教育
環境の充実を図るとと
もに、学校・家庭・地
域（企業・NPOを含む）
との協働により、子ど
もから大人まで多様な
学びの環境と機会の充
実を図ります。

ふるさとを学び
育つまち

（教育･文化）

農林業や観光、中小企
業の振興に加え、企業
立地のための環境整備
を図るとともに、創業
者や経営者の活力ある
産業振興に向けた挑戦
を支援します。

挑戦し活力を
産みだすまち
（産業）

分野ごとの将来像

●私たちは、「人と自然と歴史と食の幸」を受け継いできたことに感謝し、大切にしていきます。●私たちは、その幸を活かし、市民力を結集し、課題に立ち向います。
●私たちは、挑戦を通し交流を生み出し、世界につながります。

みんなで築くまち
地域自主組織や様々な活動団体が行政とともに主体的に課題解決に取り組
む「協働のまちづくり」をすすめます。地域の担い手を育成する「地域経
営カレッジ」の開催や地域同士の学び合いを推進するほか、地域の活動拠
点の整備をすすめます。
また、社会課題の解決に挑戦する若者や民間事業者など多世代・多様な主
体による地域づくり活動を促進します。

取り組み

01

協働・行政経営

安全・安心で快適なまち
地域特性を活かした都市機能の充実をすすめるとともに、5年連続のひな
誕生が期待される “コウノトリ” との共生をめざした環境づくりに取り組
みます。
また、若者が魅力を感じる住宅地の供給に取り組むとともに、子育て世帯
を対象とした宅地購入や住宅改修に対する助成を行います。ケーブルテレ
ビ伝送路の光ファイバー化により、４K・８K放送や超高速インターネッ
トに対応できる環境整備をすすめます。

取り組み

02

定住環境

支えあい健やかに暮らせるまち
市立病院と連携して地域医療のさらなる充実を図るとともに、地域包括ケ
アシステムの構築に向けた推進体制を強化し、誰もが住み慣れた地域で安
心して暮らし続けられる地域の実現をめざします。
また、子育て環境の充実を図るため、義務教育終了までの医療費無料化な
ど経済的負担の軽減に継続的に取り組むほか、放課後児童クラブの整備や
病児・病後児保育の受入れ拡大など保育サービスの充実をすすめます。

取り組み

03

保健・医療・福祉

ふるさとを学び育つまち
教育魅力化コーディネーターを配置してキャリア教育を一層すすめるとと
もに、コミュニティスクールを中心とした地域とともにある学校づくりに
取り組みます。また、GIGAスクール構想により、全児童生徒や教職員へ
のタブレット端末の整備と効率的な利活用の促進に取り組みます。
おんせんキャンパス（教育支援センター）への不登校児童生徒の受け入れ
や LD（学習障がい）教室の運営など学習上の困難を克服するための支援
にも取り組みます。

取り組み

04

教育・文化

挑戦し活力を産みだすまち
若者や女性が魅力を感じるＩＴ系などの事務系職場の誘致に積極的に取り
組むほか、専門スタッフによる企業誘致、事業承継や創業支援、地場産業
の振興に取り組みます。
また、雲南市ブランド米「プレミアムつや姫たたら焔米（ほむらまい）」の
品質向上や栽培拡大に取り組むとともに、市産材の利用促進に向け、市内
２ヵ所の木材流通拠点施設を核とした木材流通体制の構築に取り組みます。

取り組み

05

産　　業

令 和 ３ 年 度 の 主 な 取 り 組 み

子育てしながら働きやすい環境づくりに向けた取り組み
「子連れオフィス」
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まちづくりの基本理念

雲南市のめざす姿
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取り組み
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取り組み

02
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取り組み
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取り組み

04

教育・文化

挑戦し活力を産みだすまち
若者や女性が魅力を感じるＩＴ系などの事務系職場の誘致に積極的に取り
組むほか、専門スタッフによる企業誘致、事業承継や創業支援、地場産業
の振興に取り組みます。
また、雲南市ブランド米「プレミアムつや姫たたら焔米（ほむらまい）」の
品質向上や栽培拡大に取り組むとともに、市産材の利用促進に向け、市内
２ヵ所の木材流通拠点施設を核とした木材流通体制の構築に取り組みます。
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人口動態（島根県人口動態調査）

人口ピラミッド（住民基本台帳R2.4.1 現在）

人口（住民基本台帳）

統計資料・グラフで見る雲南市

これまでの取り組みにより、子どもから大人まで、多世代多様なまちづくり活動が市内各地で展開されています。

「子ども×若者×大人×企業チャレンジ」を加速させ、地域全体で社会課題を解決する「ソーシャルチャレンジ」

の取り組みをすすめ、安心して暮らし続けられる地域の実現をめざします。

「子ども×若者×大人×企業チャレンジの連鎖」による持続可能なまちづくり
ソーシャルチャレンジバレーへの挑戦

1,192
1,304
1,314
1,259

1,628
1,572

1,325
1,101

1,005
1,079
1,051

872
745

598
648
757
766

658
561

398
720

911
1,026

1,644
1,713

1,315
1,132

979
1,133
1,196

907
737
639
668

852
798
724
573

男性 女性

18,438

38,214
H31.4.1

37,500
R2.4.1

19,776

18,065

19,435

762 714

「地方創生」のリーディングプロジェクト

Challenge

1
未来をつくる意志と力を育む「子どもチャレンジ」
新しい時代に対応した「公教育モデル」を構築し、“スペシャルチャレンジ”
※ を起こす気概のある 18 歳を育みます。
※ my（個人の内側からこみ上げてくる）、social（社会性を帯びる）、
action（主体的な行動を伴い学び成長する）の観点を有するチャレンジ。

【基本事業①】テクノロジーの活用や地域協働によるチャレンジプログ
ラムを確立し、誰もがチャレンジできる教育環境を創出します。
【基本事業②】個別最適化された学びや自分らしくチャレンジできる教育環境（未来の学校）を構

築します。

Challenge

3
自分たちが地域を経営する「大人チャレンジ」
地域を担う多様な人材を育成・確保する仕組みを構築するとともに、地域の持
続可能性を高める多世代・多分野の “ソーシャルチャレンジ” を創出します。

【基本事業①】地域経営カレッジや各地域独自の取り組みを通じて、次の担い手
が地域づくりに関わるきっかけをつくります。
【基本事業②】地域円卓会議等を通じて地域課題を共有・議論し、多様な関係者の協働による事業

創出や既存事業の見直しを行います。
【基本事業③】地域自主組織をはじめとする多様な関係者が分野を越え、役割を担い合う体制構築

と活動拠点の整備を行います。

Challenge

2
地域と自分の未来を切り拓く「若者チャレンジ」
志ある大学生や若者、市内事業者のイノベーションを創発し、地域に必要
な新事業を創出します。

【基本事業①】多分野、多世代のチャレンジャーがそれぞれの領域を超えて
つながり、学び合う場をつくります。
【基本事業②】起業や新事業開発を支える伴走支援体制を構築すると共に、

必要な人材や資金調達を支援する仕組みの充実・強化を図ります。

Challenge

4
地域と共に社会課題に挑む「企業チャレンジ」
地域と市内外の企業による連携協働を進め、社会課題を解決する新
事業を創出します。

【基本事業①】企業等が市内の地域活動や課題への理解を深める機
会の提供や、地域と共に社会課題を解決する実証事業を支援します。
【基本事業②】企業チャレンジの持続可能な仕組みを整えると共に

地域全体で社会課題解決を推進する体制を構築します。

1,046

742

697
219

1,107

809

639

173
令和元年

5 雲南市市勢要覧２０２１



人口動態（島根県人口動態調査）

人口ピラミッド（住民基本台帳R2.4.1 現在）

人口（住民基本台帳）

統計資料・グラフで見る雲南市

これまでの取り組みにより、子どもから大人まで、多世代多様なまちづくり活動が市内各地で展開されています。

「子ども×若者×大人×企業チャレンジ」を加速させ、地域全体で社会課題を解決する「ソーシャルチャレンジ」

の取り組みをすすめ、安心して暮らし続けられる地域の実現をめざします。

「子ども×若者×大人×企業チャレンジの連鎖」による持続可能なまちづくり
ソーシャルチャレンジバレーへの挑戦

1,192
1,304
1,314
1,259

1,628
1,572

1,325
1,101

1,005
1,079
1,051

872
745

598
648
757
766

658
561

398
720

911
1,026

1,644
1,713

1,315
1,132

979
1,133
1,196

907
737
639
668

852
798
724
573

男性 女性

18,438

38,214
H31.4.1

37,500
R2.4.1

19,776

18,065

19,435

762 714

「地方創生」のリーディングプロジェクト

Challenge

1
未来をつくる意志と力を育む「子どもチャレンジ」
新しい時代に対応した「公教育モデル」を構築し、“スペシャルチャレンジ”
※ を起こす気概のある 18 歳を育みます。
※ my（個人の内側からこみ上げてくる）、social（社会性を帯びる）、
action（主体的な行動を伴い学び成長する）の観点を有するチャレンジ。

【基本事業①】テクノロジーの活用や地域協働によるチャレンジプログ
ラムを確立し、誰もがチャレンジできる教育環境を創出します。
【基本事業②】個別最適化された学びや自分らしくチャレンジできる教育環境（未来の学校）を構

築します。

Challenge

3
自分たちが地域を経営する「大人チャレンジ」
地域を担う多様な人材を育成・確保する仕組みを構築するとともに、地域の持
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273億7,000万円
42億7,150万円
11億7,700万円

430万円
13億2,200万円

46万円
341億4,526万円

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
農業労働災害共済事業
生活排水処理事業
財産区

会　計　名

合　　　計

一　　般　　会　　計

令和3年度予算額 令和2年度予算額 増 減 額
293億7,000万円

42億6,770万円
11億5,800万円

430万円
13億4,500万円

40万円 
361億4,540万円

▲20億円
380万円

1,900万円
0万円

▲2,300万円
6万円

▲20億14万円

特
別
会
計

産業別従事者数（平成27年国勢調査） 令和３年度　一般会計当初予算額

令和３年度　会計別当初予算額

一般会計歳入内訳

273億7,000万円

地方税
37億1,480万円
（13.6％）

その他自主財源
24億8,663万円
（9.1％）

地方交付税
130億3,000万円
（47.6％）

人件費
43億3,901万円
（15.9％）

公債費
38億55万円
（13.9％）

扶助費
35億2,448万円
（12.9％）

普通建設事業費等
27億1,638万円
（9.9％）

物件費
43億4,719万円
（15.9％）

補助費等
51億9,000万円
（19.0％）

繰出金
27億8,254万円
（10.1％）

その他
6億6,985万円
（2.4％）

自主財源
（22.7％）

依存財源
（77.3％）

一般会計性質別歳出内訳

273億7,000万円

義務的経費
（42.7％）

その他経費
（47.4％）

投資的経費
（9.9％）

国庫支出金
25億7,369万円
（9.4％）

県支出金
17億4,398万円
（6.4％）

市債
28億3,090万円
（10.3％）

その他
9億9,000万円
（3.6％）

1000

950

900

850

800

750

700

650

120

110

100

90

80

70
78

1069億870万円

79

1107億3,811万円

平成30年

（工業統計調査及び平成24年、平成28年
経済センサス-活動調査）
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42億6,770万円
11億5,800万円

430万円
13億4,500万円

40万円 
361億4,540万円

▲20億円
380万円

1,900万円
0万円

▲2,300万円
6万円

▲20億14万円

特
別
会
計

産業別従事者数（平成27年国勢調査） 令和３年度　一般会計当初予算額

令和３年度　会計別当初予算額

一般会計歳入内訳

273億7,000万円

地方税
37億1,480万円
（13.6％）

その他自主財源
24億8,663万円
（9.1％）

地方交付税
130億3,000万円
（47.6％）

人件費
43億3,901万円
（15.9％）

公債費
38億55万円
（13.9％）

扶助費
35億2,448万円
（12.9％）

普通建設事業費等
27億1,638万円
（9.9％）

物件費
43億4,719万円
（15.9％）

補助費等
51億9,000万円
（19.0％）

繰出金
27億8,254万円
（10.1％）

その他
6億6,985万円
（2.4％）

自主財源
（22.7％）

依存財源
（77.3％）

一般会計性質別歳出内訳

273億7,000万円

義務的経費
（42.7％）

その他経費
（47.4％）

投資的経費
（9.9％）

国庫支出金
25億7,369万円
（9.4％）

県支出金
17億4,398万円
（6.4％）

市債
28億3,090万円
（10.3％）

その他
9億9,000万円
（3.6％）

1000

950

900

850

800

750

700

650

120

110

100

90

80

70
78

1069億870万円

79

1107億3,811万円

平成30年

（工業統計調査及び平成24年、平成28年
経済センサス-活動調査）
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ラ
メ
ー
ル

八口神社

河辺神社

ラ
ソ
ン
テ

加茂岩倉ＰＡ
日本の棚田百選

ため池百選
うしおの沢池

八雲山

大
森
神
社

布須神社（御室山）

塩
ヶ
平
温
泉

（
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー
）

道
の
駅

た
た
ら
ば
壱
番
地

吉田掛合IC

雲南吉田IC

至三次東JCT・IC

飯 南 町

奥 出 雲 町

松 江 市

出雲市

安 

来 

市

道の駅おろちの里

島根県さくらおろち湖ボート競技施設

雲南市尾原地域づくり
支援センター

さくらおろち湖

下布施農村体験施設
ホースセラピー施設 島根県さくらおろち湖

自転車競技施設

ダムの見える牧場

チェリヴァホール

至出雲市斐川町

ワイナリー奥出雲葡萄園

コ
ト
リ
エ
ッ
ト

加茂岩倉遺跡

木次線トロッコ列車
「奥出雲おろち号」
（木次駅～備後落合駅）

菅谷たたら山内

斐
伊
川
和
紙

至出雲市
野尻町

緑の桜 御衣黄
みどり さくら いぎょ こう

VRで体験する

雲 南 市
観光マップ

Unnan Sightseeing Map
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出雲縁結び空港から
車（タクシー）で約20分

ＪＲ松江駅から

ＪＲ出雲市駅から

ＪＲ宍道駅から

ＪＲ木次駅まで約1時間

ＪＲ木次駅まで約1時間

ＪＲ木次駅まで約30分

中国自動車道から

松江自動車道から

三次東JCT・ICから松江自動車道で45分
東城 I C から国道314号で約2時間

三刀屋木次 I C から約5分
松江玉造 I C から35分
出雲 I C から30分

安来市

雲南市

松江市

出雲市

庄原市
三次市

飯南町

奥出雲
町

中国自動車道

山陽自動車道

宍道湖

314

184

54

45

269

9
9

432

314
432

431

24

三次
 IC

三次東
JCT・ IC

東城 IC庄原 IC

広島 IC 尾道 IC 福山東 IC尾道JCT

千代田 IC

備後落合

米子西 IC
東出雲IC 安来IC 山陰道

米子鬼太郎空港
●中海

松江玉造IC

松江しんじ湖温泉
●

●玉造温泉

一畑電鉄

出雲縁結び空港●

Ｊ
Ｒ
木
次
線

木次
雲南市役所

斐伊川

松
江
自
動
車
道

松
江
だ
ん
だ
ん
道
路

山陰本線

出雲大社●
宍道IC宍道ＪＣＴ

斐川 IC

加茂岩倉PA

出雲 IC
三刀屋木次IC

吉田掛合IC

雲南吉田IC

高野IC

口和IC

●日御碕

島根県

9

雲南市へのアクセス
A C C E S S

島根県雲南市　〒699-1392 島根県雲南市木次町里方521番地1　TEL：0854-40-1000（代表）
http://www.city.unnan.shimane.jp/　e-mail:unnan-city@city.unnan.shimane.jp

令和３年３月

雲南市
ホームページの
二次元コード

432

尾道自動車道

【選定理由】いちょうは、落葉高木で秋には黄
色く色づきます。樹齢は、500 ～ 600年とい
われ、生命力にあふれた樹木です。また、病害
虫にも強くこの地域の気候や風土にも適した育
てやすい樹木です。高さが20 ～ 45ｍと高く、
天に向かって伸びていくその姿は威風堂々とし
て美しくかつ雄大で、まさに雲南市の限りない
発展を象徴しています。市内では官公庁や学校、
寺社の境内などに見られます。春の桜の美しさ
に対し、秋にはいちょうの黄葉で雲南市の美し
い景観づくりを進めたいという思いを込めて選
定しました。

雲南市の「Ｕ」をモチーフに、「いき
いきとした自然・人・街（ふるさと）」「生
命と神話が息づく新しい日本のふるさ
と」をイメージし、全体として、未来
に向かって躍動・発展する雲南市を力
強く表現しています。
全国公募により、1,480点のデザイン
の中から、住民アンケートを経て選定
されました。

【選定理由】日本さくら名所100選に選定され
た「斐伊川堤防桜並木」は、中国地方随一の桜
の名所として花の見頃には、多くの観光客でに
ぎわい、その名を馳せています。また、三刀屋
川堤防、丸子山公園、加茂中央公園など市内各
地に桜並木があり、地域の皆さんに親しまれて
います。そのほかにも、三刀屋町の御衣黄桜、
加茂町三代の枝垂れ桜などの珍しい桜や巨木な
ど地域で親しまれている桜も多く、市内全域の
山々には山桜が自生しています。このように雲
南市民に広く親しまれ、全国にアピールできる
花として桜を選定しました。

都市
宣言

姉妹都市 アメリカ合衆国インディアナ州リッチモンド市　（平成26年8月11日　姉妹都市協定締結）

雲南市の歌（平成26年11月1日制定）

発　　行

発行年月

いちょう
イチョウ科イチョウ属
平成18年12月21日制定

市　章
平成16年11月1日制定

市の木

さくら
バラ科サクラ属
平成18年12月21日制定

市の花

◆「平和を」の都市宣言 （平成17年11月3日）

◆雲南市男女共同参画都市宣言 （平成25年11月30日）

◆うんなん健康都市宣言 （平成26年11月1日）


